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(54)【発明の名称】 内視鏡の多層チューブ補強構造

(57)【要約】
【課題】内視鏡内に挿通配置された多層チューブが小さ
な曲率半径で繰り返し曲げられても、腰折れに至る内層
と外層との間の剥離等が発生しないようにした耐久性の
よい内視鏡の多層チューブ補強構造を提供すること。
【解決手段】多層チューブ１１を構成する複数の可撓性
チューブ１１ａ，１１ｂに対して締め付け力が加わるよ
うに、バネ性のある金属製螺旋材１０を拡径方向に弾性
変形させた状態で巻き付けた。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】材質が相違する複数の可撓性チューブが重
ね合わされた構成の多層チューブが内視鏡内に挿通配置
され、上記多層チューブの全長のうちの少なくとも一部
分に、上記多層チューブを構成する複数の可撓性チュー
ブに対して締め付け力が加わるように、バネ性のある金
属製螺旋材を拡径方向に弾性変形させた状態で巻き付け
たことを特徴とする内視鏡の多層チューブ補強構造。
【請求項２】上記金属製螺旋材が巻き付けられる可撓性
チューブの外周面が、上記金属製螺旋材が巻き付けられ
る部分だけ凹んで形成されている請求項１記載の内視鏡
の多層チューブ補強構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、内視鏡の処置具
挿通チャンネルチューブ等に用いられる内視鏡の多層チ
ューブの補強構造に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡内には、処置具挿通チャンネルチ
ューブや送気送水チューブ等各種の可撓性チューブが挿
通配置されているが、滑りの良さと曲げ等に対する耐久
性の良さの双方の特性を得るためには、材質が相違する
複数の可撓性チューブが重ね合わされた構成の多層チュ
ーブを用いるのが効果的である。
【０００３】そこで、例えば特開平５－９１９７３号等
に記載された多層チューブは、フッ素樹脂材等の滑りの
よい可撓性内層チューブの外周面に、フッ素樹脂材とポ
リイミド系樹脂材等との複合材料からなる可撓性外層チ
ューブを融着した構成をとっている。
【０００４】また、例えば特公平６－９９１７号や特開
平８－１４２１５１号等に記載されるような、チューブ
内層にフッ素樹脂、外層にウレタン樹脂を積層して、例
えば押出し成形等で形成された二層チューブが用いられ
ることもある。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかし、上述のような
多層チューブは、内層と外層とで可撓性や硬度等の特性
が相違するので、内視鏡の湾曲部内等において小さな曲
率半径で繰り返し曲げられると内層と外層との間に剥離
等が生じ、その部分から腰折れが発生する場合がある。
【０００６】そこで本発明は、内視鏡内に挿通配置され
た多層チューブが小さな曲率半径で繰り返し曲げられて
も、腰折れに至る内層と外層との間の剥離等が発生しな
いようにした耐久性のよい内視鏡の多層チューブ補強構
造を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡の多層チューブ補強構造は、材質が
相違する複数の可撓性チューブが重ね合わされた構成の
多層チューブが内視鏡内に挿通配置され、多層チューブ
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の全長のうちの少なくとも一部分に、多層チューブを構
成する複数の可撓性チューブに対して締め付け力が加わ
るように、バネ性のある金属製螺旋材を拡径方向に弾性
変形させた状態で巻き付けたものである。
【０００８】なお、金属製螺旋材が巻き付けられる可撓
性チューブの外周面が、金属製螺旋材が巻き付けられる
部分だけ凹んで形成されていれば、他の内蔵物に対する
引っ掛かりを緩和することができると同時に、金属製螺
旋材が巻き付けられた部分の可撓性の低下を緩和するこ
とができる。
【０００９】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図２は、内視鏡とその内部に挿通配置された
可撓性チューブ類を示している。
【００１０】内視鏡の可撓性挿入部１の基端は操作部２
に連結されていて、可撓性挿入部１の先端部分に設けら
れた湾曲部３は、操作部２からの遠隔操作によって任意
の方向に任意の角度だけ屈曲させることができる。
【００１１】そして、湾曲部３を含めて可撓性挿入部１
内には、処置具を挿通するための処置具挿通チャンネル
チューブ１１や送気送水チューブ１２等の可撓性チュー
ブが、全長にわたって挿通配置されている。
【００１２】また、操作部２とライトガイドコネクタ４
との間を連結する可撓性連結管５内には、吸引チューブ
１３や給気給水チューブ１４等の可撓性チューブが、全
長にわたって挿通配置されている。
【００１３】図３は、本発明の第１の実施例の処置具挿
通チャンネルチューブ１１の半断面図であり、処置具挿
通チャンネルチューブ１１としては、フッ素樹脂材等の
滑りのよい可撓性内層チューブ１１ａの外周面に、フッ
素樹脂材とポリイミド系樹脂材等との複合材料からなる
可撓性外層チューブ１１ｂが融着された多層チューブが
用いられている。
【００１４】ただし、可撓性内層チューブ１１ａと可撓
性外層チューブ１１ｂは各々他の材料によって形成され
ていてもよく、また、可撓性内層チューブ１１ａと可撓
性外層チューブ１１ｂとが融着されておらず、接着され
或いは単に重ね合わされた構成等であっても差し支えな
い。
【００１５】可撓性外層チューブ１１ｂの外周面には、
例えばバネ性のあるステンレス鋼帯材等からなる金属製
螺旋材１０が、拡径方向に弾性変形した状態で巻き付け
られており、その結果、可撓性外層チューブ１１ｂ及び
可撓性内層チューブ１１ａの両チューブに対して金属製
螺旋材１０の締め付け力が加わっている。
【００１６】そのような構成をとるためは、図１に示さ
れるように、内径寸法が可撓性外層チューブ１１ｂの外
径寸法より小さな金属製螺旋材１０を、弾性変形の範囲
内で径を広げて可撓性外層チューブ１１ｂの外周面に取
り付ける必要があり、金属製螺旋材１０を拡径方向に捩
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じった状態にしたり、軸線方向に圧縮させた状態にする
ことにより、容易に取り付け作業を行うことができる。
【００１７】図３に示されるように処置具挿通チャンネ
ルチューブ１１の外周に金属製螺旋材１０が取り付けら
れるのは、例えば処置具挿通チャンネルチューブ１１が
最も小さな曲率半径で繰り返し曲げられる湾曲部３内の
みであってもよいが、可撓性挿入部１が急に曲げられる
操作部２との連結部付近等であってもよく、或いは、処
置具挿通チャンネルチューブ１１の全長にわたって金属
製螺旋材１０を取り付けてもよい。
【００１８】そのように構成することにより、可撓性外
層チューブ１１ｂに対しては金属製螺旋材１０の締め付
け力が直接作用し、その内側の可撓性内層チューブ１１
ａに対しては、可撓性外層チューブ１１ｂを介して金属
製螺旋材１０の締め付け力が作用する。
【００１９】その結果、多層チューブによって形成され
た処置具挿通チャンネルチューブ１１が小さな曲率半径
で曲げられても、可撓性内層チューブ１１ａと可撓性外
層チューブ１１ｂとが剥離せず、処置具挿通チャンネル
チューブ１１の腰折れが発生しない。
【００２０】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、例えば図４に示されるように、可撓性外層
チューブ１１ｂの外周面と金属製螺旋材１０との間に生
じる空間に接着剤１９等を充填すれば、湾曲部３内等に
おいて光学繊維束等のような他の内蔵物に対する引っ掛
かりを緩和することができる。
【００２１】また、図５に示されるように、金属製螺旋
材１０が巻き付けられる範囲だけ可撓性外層チューブ１
１ｂの外面を凹ませ、或いは図６に示されるように、線
材により形成された金属製螺旋材１０を可撓性外層チュ
ーブ１１ｂの外周面に形成された螺旋溝２０内に装填し
てもよい。
【００２２】このように構成すれば、他の内蔵物に対す
る引っ掛かりを緩和することができると同時に、金属製
螺旋材１０が巻き付けられた部分の可撓性の低下を緩和
することができる。ただし、いずれの場合も、バネ性の*
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*金属製螺旋材１０が拡径方向に弾性変形した状態で巻き
付けられている点は同じである。
【００２３】なお、本発明を処置具挿通チャンネルチュ
ーブ１１以外の送気送水チューブ１２、吸引チューブ１
３或いは給気給水チューブ１４等の補強に適用してもよ
く、金属製螺旋材１０の締め付け力が三層以上の可撓性
チューブに作用するようにしてもよい。
【００２４】
【発明の効果】本発明によれば、多層チューブを構成す
る複数の可撓性チューブに対して締め付け力が加わるよ
うに、バネ性のある金属製螺旋材を拡径方向に弾性変形
させた状態で巻き付けたことにより、内視鏡内に挿通配
置された多層チューブが小さな曲率半径で繰り返し曲げ
られても、内層と外層との間の剥離等が発生せず、多層
チューブが腰折れを起こさない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡の多層チューブ
補強構造の組み立て途中の状態の側面断面図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡とその内部に挿通配置
された可撓性チューブ類の全体構成略示図である。
【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡の多層チューブ
補強構造の部分側面半断面図である。
【図４】本発明の第２の実施例の内視鏡の多層チューブ
補強構造の部分側面半断面図である。
【図５】本発明の第３の実施例の内視鏡の多層チューブ
補強構造の部分側面半断面図である。
【図６】本発明の第４の実施例の内視鏡の多層チューブ
補強構造の部分側面半断面図である。
【符号の説明】
１  可撓性挿入部
３  湾曲部
１０  金属製螺旋材
１１  処置具挿通チャンネルチューブ（多層チューブ）
１１ａ  可撓性内層チューブ
１１ｂ  可撓性外層チューブ

【図１】 【図３】
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